
池田町有林施業試験地試験計画

池田町役場産業振興課

平成２７年１０月

（令和4年1月変更）



目次

１．試験林設定の背景と目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

２．試験地概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

３．施業試験の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

４．試験の実施及び結果について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

別表 試験の実施スケジュール



- 1 -

１．試験地設定の背景と目的

当町内のカラマツ人工林8,731.48haのうちⅦ齢級以上の面積は約7割を占めており、

収穫期を迎えたカラマツが多く分布している。また、当町内の製材工場へ安定的に原木

を供給するため、皆伐などの主伐が活発に実施されており、伐採後の再造林については、

池田町森林整備計画を始めとする森林計画制度に則って推進されている。

近年、カラマツ苗木の供給が不安定である事、造林作業に従事する労働者の減少によ

り一定面積以上の造林を実施できない事、森林所有者の高齢化などの理由により、森林

所有者の再造林に対する意欲が低下している事が懸念されている。この事から、森林所

有者の金銭的負担を軽減させ、再造林に対する意欲を喚起するために、低コストで実施

できる再造林及び保育作業を普及していく必要がある。

現在、様々な低コスト施業方法が国内各地で開発、実施されているが、これらを普及

させていくためには、当町の立地環境・気候等に適合しているか評価する必要がある。

そこで、当町有林において比較的若齢な林分が多い豊田地区を施業試験地として設定し

て、現在、研究機関等で提唱されている低コスト施業を試験的に実施し、施業の効果を

評価し、当町の立地環境等に適合しているか評価する事とする。

２．試験地概要

本試験地は76.38haの面積を有し、カラマツ類人工林が59.34ha、その他人工林が

1.16ha、天然林が15.48ha、伐採跡地（造林除地）0.48ha となっている。

カラマツ類の齢級分布は下図の通りとなっており、Ⅰ～Ⅲ齢級の若齢林分とⅧ～Ⅺ齢

級の高齢林分が分布している。
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３．施業試験の内容

＜１＞低密度植栽試験

池田町森林整備計画実行管理推進チームにおける取り組みの一環として、低密度植栽

の実証林を設置した。設置した実証林の内容は下表の通りとなっている。

試験地名 F1植栽地 カラマツ低密度植栽地

面積 1.28ha 0.87ha

樹種 グイマツ雑種 F1 カラマツ

植栽密度 1,323 本/ha 1,515 本/ha

苗間 2.1ｍ 2.2ｍ

列間 3.6ｍ 3.0ｍ

苗木規格 1号苗 2号苗

低密度植栽地において、植栽時点及び1年生～5年生秋の時点における樹高、枯死の

有無、枯死要因を調査し、成長量及び生存率の調査を実施する。また、2015年時点

において3年生～5年生までの小班を対照地として選定し、同様の調査を実施する。

対照地の植栽密度は当町において一般的な植栽密度2,066 本/ha（苗間2.2ｍ、列間

2.2ｍ）を採用している。

上記調査は平成27年度～平成31年度まで実施し、低密度植栽と対照地の成長量及び

生存率を比較し、当町に適合した施業方法であるか評価する事とする。

＜これまでの取組＞

植栽5年目までの結果をまとめると下記の通りとなりました。

１）場所によっては活着率が低く、不成績造林地化する可能性がある

２）筋刈の実施により、天然力を活用した針広混交林を造成できる可能性がある

３）採用樹種はグイマツ雑種F1（1号苗木）が望ましい

４）コストメリットを得るためには筋刈が望ましい

上記の結果に基づき、低密度植栽を推奨する場所として①木材生産が主たる目的では

ない、②皆伐前に萌芽更新する広葉樹の侵入が多数確認できる、③等高線上に植栽列

を設定できる単調な地形であるといった条件が挙げられました。

＜今後の取組＞

保育間伐実施前に標準地調査等によって立木密度を把握し、低コストな手法で保育作

業が可能であるか否かを検証する。
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＜２＞カラマツ不成績造林地における天然更新木を活用した森林づくり試験

本調査地において平成14年10月に発生した台風21号による被害跡地に造林を実施

した一部の小班において、野鼠による食害等によってカラマツの立木度が著しく低下

している林地が分布している。当該林地において、被害木整理前に生育していた広葉

樹の萌芽更新及び周囲の広葉樹林から飛来した種子による天然更新木によって、広葉

樹林化が可能か否か長期的に観測する試験地を設定する。

試験地として選定した小班（小班数：５）において、北海道が作成した天然更新完了

基準書を参考として、層別（上層・中層・下層）の樹種及び本数を調査する。層別の

生育本数を元に立木度を算出し、広葉樹林へと移行しているか評価するとともに、樹

種と生育本数を元に多様度指数を算出し、試験地が多様な樹種で構成された森林とな

りうるか評価する。

また、周囲の広葉樹林においても同様の調査を実施し、天然更新木を用いて広葉樹林

へと誘導可能か立木度及び多様度指数から評価する。

上記調査は平成２７年度及び平成２８年度に第1回目の調査、平成３３年度に第2回

目の調査、それ以降は5年毎に調査を実施、評価する。

試験地が広葉樹林へと誘導できないと判断した時点で、天然更新補助作業もしくは補

植等を実施する事とする。天然更新補助作業等を実施した場合には、当該作業の効果

を検証する。

＜これまでの取組＞

平成27年度の予備調査にて、植栽したカラマツがほとんど枯死しているが、天然更

新により種数、個体数ともに今後天然林として管理するために十分な広葉樹が生育し

ていた事が分かった。また、萌芽更新による個体が多く、皆伐前には一定数の広葉樹

が侵入していたものと考えられる。

＜今後の取組＞

天然更新木の成長をモニタリングできるように固定標準地を設置して定期的に調査を

行う。また、立木密度が高い場所では簡易な手入れを行い、優良材を育成するための

私見を実施する。

＜３＞列状間伐による低コスト化及び間伐効果の実証

平成２７年度に保育間伐による施業を実施する小班（11年生）において、平成３３年

度以降（17年生以降）に列状間伐を実施する。同時期に定性間伐も実施し、間伐方法

の違いによる費用、作業功程、間伐効果を検証する。

上記調査は間伐実施前に標準地調査を実施して間伐前の現況を確認し、間伐後３年お

きに間伐実施前に設定した標準地において直径・樹高を計測し、間伐方法の違いによ

る効果の差異を評価する。
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＜これまでの取組＞

平成27年に保育間伐を実施した4つの小班ではカラマツの立木密度が325～1,300

本/ha であった。立木密度のばらつきが大きかったことから、試験計画を精査するた

め、現時点で列状間伐を実施していない。

＜今後の取組＞

立木密度の高かった70小班において、列状間伐の実施を検討する。他の小班では訂

正間伐を実施し、間伐手法の違いによる効果の違いを比較する。

＜４＞択伐による混交林誘導試験

高齢級のカラマツ林について、伐採による収入を持続的に得ながら、植栽を伴わずに

森林を維持する事を目的として、択伐による混交林誘導試験を実施する。平成27年

度時点でⅧ齢級以上のカラマツ人工林のうち、下層に多量の広葉樹が更新している小

班を対象として択伐を実施し、伐採前及び伐採後の林分状況を調査するとともに、伐

採後数年間については、下層の広葉樹の成長量・生存状況を把握し、混交林への誘導

が可能か評価する。

＜これまでの取組＞

当該試験地内に適切な場所がなかった事から、周辺に広葉樹天然林が存在するカラマ

ツ人工林において、弱度間伐（本数伐採率：15.8％）を実施後、植栽木の列間部分の

うち、バックホウで作業可能な場所において、地がきを行った。地がき3年後の調査

において、下記の事が分かった。

１）地がきによるササ被覆除去により広葉樹の更新が確認された

２）地がきによるササ除去効果期間は3年が上限

３）ササが除去されたことによりカラマツの根返りが誘発された可能性がある

＜今後の取組＞

地がきにより更新した広葉樹の生残状況については、定期的にモニタリングを行う。

また、カラマツ倒木の危険性がある事から、適切な混交林誘導方法について検討した

のち、改めて試験を行う。

＜５＞作業路の維持費用削減に向けた試み

当町においては間伐及び主伐時の重機走行路及び原木搬出路として、過去の施業実施

時に使用された作業路を使用する事によって、伐採時の費用削減を行っている。しか

しながら、長期間使用されなかった等の理由によって作業路の一部が崩壊し、通行不

可能な状況が発生し、施業実施時に費用を掛けて修復している。崩壊しやすい箇所を

把握する事によって、作業路を効率的に維持することが可能になると考えられる。

当試験林内において低密度植栽試験地への造林作業実施前に修復を実施した作業路を

対象として、毎年度初めの融雪時に通行可能か確認を行うこととする。
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＜これまでの取組＞

平成28年に作業道の一部について通行状況調査を行った。その結果、一部の箇所に

おいて、作業道の機能を維持する事が困難な場所があった事から、直営等で補修を行

った。また、令和2年度においても、側溝の一部が機能していない事が判明した。

＜今後の取組＞

試験地内において森林管理を行う際などに適宜、通行状況の調査を行い、路面排水状

況などのデータ蓄積を行う。

上記の試験内容以外にも、必要に応じて試験林の設定目的に合致する調査・施業試験

を実施し、実施する際には本試験計画の変更を実施する。また、試験の実施スケジュー

ルは別表の通りである。

＜これまでの取組＞

UAVによる苗木定着率調査の省力化に関する試験を平成29年度に実施した。画像に

よる分類の判定精度は65.2％であり、苗木消失の判定精度は8割を超えていた。判定

精度には撮影日の天候が左右していたと考えられた。

＜今後の取組＞

UAVによる調査は一定の成果が出たと考えられるため終了する。また、現在、他の町

有林で行っているシラカンバ剥皮による影響調査や野生生物の枯死木活用状況調査など

町の施策に応じた実証試験等の適地が当該施業試験地内にあれば、随時実施する。
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４．試験の実施及び結果について

上記３．に示した試験については、林務係の直営にて実施する事とし、必要に応じて

池田町森林整備計画実行管理推進チームの構成員に呼び掛け、調査等を実施する。また、

調査結果は取りまとめた上で報告書を作成し、池田町森林整備計画実行管理推進チーム

の会議内で情報提供を行い、成果の普及に努める。

試験林内にて実施する試験は、森林環境保全整備事業等の国庫補助事業の採択要件に

合致した内容で実施する。採択要件に合致しない場合については、その旨を結果公表時

に周知する。



別表　　池田町有林施業試験地　試験実施スケジュール

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

＜１＞ 低密度植栽試験

調査地の
設定

調査
1年目

調査
2年目

調査
3年目

調査
4年目

評価

調査
5年目

保育間伐
実施予定

＜２＞
カラマツ不成績造林地における
天然更新木を活用した
森林づくり試験

第3回目
調査

第4回目
調査

＜３＞
列状間伐による低コスト化
及び間伐効果の検証

保育間伐
実施

調査地
設定

施業実施
施業効果
検証
（1回目）

施業効果
検証
（2回目）

＜４＞ 地がきによる混交林誘導試験
調査地
選定

地がき
実施

施業効果
検証
（1回目）

施業効果
検証
（2回目）

施業効果
検証
（3回目）

施業効果
検証
（4回目）

＜５＞
作業路の維持費用削減に向けた
試み

通行状況
調査実施

林内路網
測量

作業路補修が必要となった際には、補修箇所・費用・作業方法を把握

調査地設定
第1回目調査

必要に応じて
施業を実施

必要に応じて
施業を実施

調査項目
整理

必要に応じて
施業を実施


